i フ o 

力、 ら 

こうして 黒 田 先生の 事 を 書いて いると、 本当に、 時 

の 経つ の を 忘れる。 もう 深夜、 十二時ち かい。 兄さん 

は、 隣室で、 ひっそり 小説 を 書いて いる。 長篇 小説ら 

しい。 もう 二百 枚 以上に なった そうだ。 兄さん は、 昼 

と 夜と が 逆な の だ。 毎日、 午後の 四時 頃に 起きる。 そ 

うして 必ず 徹夜 だ。 からだに 悪 いんじゃな いかしら。 

僕 は、 もう 眠くて かなわぬ。 これから、 蘆 花の 思い出 

の 記 を 少し 読んで、 眠る つもり だ。 あす は 日曜 だから、 

ゆっくり 朝寝が 出来る。 日曜の たのしみ は、 それば か 

り だ。 



当時 は 苦労した らしい。 家 も、 お父さんが 死んで 間 も 

うし ごめ こうじまち 

なく、 牛 込の あの 大きい 家から、 いまの 此の 麴町 の 家 

に 引越して 来たの だ。 そうして お母さん は 病気に なつ 

て、 今でも 寝て いる。 でも 僕 は、 お父さん を ちっとも 

ま う ^9 ま う ^9 

憎めない。 お父さん は、 僕の 事 を、 坊主、 坊主と 呼ん 

でいた。 お父さんに 就いての 記憶 は、 あま リ残 つてい 

ない。 毎朝、 牛乳で 顔 を 洗って いたの だけ は、 はっき 

り 覚えて いる。 ひどく お洒落な 人だった らしい。 客間 

に 飾られて ある 写真 を 見ても、 端正な 立派な 顔で ある。 

姉さんの 顔が 一 ばんお 父さん に似てい るの だそう だ。 

僕の 姉さん は、 気の毒な 人で ある。 姉さん は、 ことし 



姉さんの 結婚 も、 もう 間近に なった から、 先月、 看護 

婦の杉 野さん が 来て、 姉さんに 教えられ ながらお 母 さ 

ん のお 世話 を はじめる ようにな つたので ある。 お 母 さ 

んは、 ぶつぶつ 言いながら も、 あきらめて 杉 野さん の 

世話 を 受けて いるよう だ。 お母さん も、 兄さんに は、 

かなわない らしい。 お母さん！ 姉さんが いなくな つ 

て も、 気 を 落さず、 兄さんと それから 僕の 為に、 どう 

か 元気 を 出して 下さい。 姉さん だって、 もう 二十 六で 

すから、 可哀 そうです。 わ あ、 いけね え。 ませた 事 を 

言った。 でも、 結婚 は、 人生の 大事 件 だ。 殊に 婦人に 

とって、 唯 J の 大事 件と 言って いい かも 知れない の だ。 



信じて いる。 姉さん は、 結婚 生活に 於ても、 きっと 静 

かな 幸福 を 生む だろう。 暗い 災難に 襲われても、 姉 さ 

んは、 夫婦の 幸福 を、 決して、 けがさせない 尊い 力 を 

持って いるの だ。 姉さん！ おめでとう。 姉さん は、 

これから 幸福に なれる のです。 あまり 立ちい つた 事 を 

言う の は、 失礼です が、 姉さん は、 まだ 夫婦の 間の 愛 

情と いう もの は、 ご存じないでしょう。 (しかしながら、 

僕 だって、 まるっきり 知らないの だ。 見当 さえつ かな 

い。 案外つ まらない もの かも 知れない。) けれども、 夫 

婦愛 という ものが、 もし 此の世の 中に あると したなら、 

その 最高の もの を 姉さん は 実現な さるでしょう。 姉 さ 



あす は 月曜日。 ブラック. デ—。 もう 寝よう。 神様。 

僕 を 忘れないで 下さい。 

四月 十九 日。 月曜日。 

だいたい 晴れ。 きょうは、 実に 不愉快だった。 もう、 

しゅ-つき ゆうぶ 

蹴球 部 を 脱退し ようと 思った。 脱退し な いまでも、 

もう、 スポ— ッ がいやに なった。 これから は、 いい 加 

減に 附き 合って や るんだ。 き やつらが、 いい加減 なの 

だから、 仕様が無い。 きょう、 キャプテンの 梶を、 一 

発な ぐって やった。 梶は 卑猥 だ。 



梶は 脱ぎ かけた シャツ を また 着直して、 

あ 一 J 

「やる 気 か、 おい ご と 顎 をし やつくて、 白い 歯 を 出し 

て 笑った。 

その 顔 を、 ぴ しゃんと 殴って やった。 

「スポ ー ッ マン だったら、 恥ずかしく 思え！」 と 言つ 

て やった。 

梶は、 どんと 床板 を 蹴って、 

「チ キショ ッ！」 と 言って 泣き出した。 

やつ 

実に 案外であった。 意気地の 無い 奴なん だ。 僕 は、 

さっさと 流し場へ 行って、 からだ を 洗った。 

まっぱだかで 暄嘩 をす るなん て、 あまり ほめた 事で 



はいった い、 どこに どう 感心した のだろう。 不可解 だ。 

あいつ は、 案外、 子供なん じ やない かな？ 馬が 走る 

と、 それだけで 嬉しい のだろう。 あいつの ニイ チェ も、 

あてに ならな くな つ て 来た。 チュウ インガム • ニイ 

チェと いうと ころ かも 知れない。 

今夜 は、 姉さんが 鈴 岡さん からの 電話で、 銀座へ お 

でかけ。 婚前 交際と いう やつ だ。 二人で、 いやに 

まじめ 

真面目な 顔 をして 銀座 を 歩いて、 資生 堂で アイス クリ 

ィム. ソ オダと でもい つたと ころ か。 案外、 「進め 竜騎 

兵」 なんか を 見て 感心して いるの かも 知れない。 結婚 

式 も、 もうす ぐな のに、 のんきな もの だ。 やめた ほう 



だいたい 晴れ。 日記が おろそか になって しまった。 

なんの 理由 もない。 ただ、 書きたくなかった からで あ 

る。 いま 突然、 書いて みょうと 思い立つ たから、 書く _ 

きょうは、 兄さんに、 ギタを 買って もらった。 晚ごは 

ん がすんで から、 兄さんと 銀座へ 散歩に 出て、 その 途 

中で 僕が 楽器 屋の飾 窓 をち よ つと のぞき 込んで、 

「木 村 も、 あれと 同じの を 持って るよ ご と 何気なく 

言ったら、 兄さん は、 

「ほしい か？」 と 言った。 

「ほんと？」 と 僕が、 こわい ような 気がして、 兄さん 

の 顔色 をう かがったら、 兄さん は 黙って 店へ はいって 



あかじ ま 

たからって、 人種が ちがって たまる もの か。 赤 縞の ヮ 

からだ ころも 

ィ シャツな ど を 着て、 妙に 気取って いる。 「体 は 衣 

まさ 

に 勝るなら ず や」 と ある を 未だ 読まぬ か。 

「ドイツ語が むずかし くって ねえ ごな どと おっしゃる。 

へえへ え、 さようで ござんす か。 大学生 ともなれば、 

やっぱり、 ちがった もんです ねえ。 むしゃくしゃして 

来て、 僕 は、 ギタを ひいてば かりいた。 銀座へ、 さそ 

われた けれど、 断る。 

僕 は、 いま、 少しも 勉強して いない。 何もして いな 

い。 Doing nothing is doing ill. 何事 を も 為さざる は 

罪 をな しつつ あるな り。 僕は慶 ちゃんに 嫉妬して いた 



たの だが、 三 週間 まえの 水曜日み たいな 赤恥 を かくの 

は 厭 だから、 知らん振り をして いた。 

ちょうしょう 

「なんだ、 誰も 出来ん のか ごたぬ き は 嘲笑した。 「芹 

川、 やって ごらん ご 

どうして 僕に 指名した りな どした のだろう。 ぎよつ 

とした。 立って 行って、 黒板に 書いた。 両辺を 二乗す 

れば、 わけがない の だ。 答 は o だ。 答、 o、 と 書いた 

が、 若し 間違って いたら、 また こないだみ たいに 侮辱 

される と 思った から、 答、 o デシ ヨウ、 と 書いた。 す 

ると、 たぬき は、 わ ははと 笑った。 

「芹 川に は、 実際 かなわん な あご と 首 を 振り 振り 言つ 



自分が 低能の ような 気がして 来た 



五月 三十日。 日曜日。 

晴れ。 日曜な のに、 心が 暗い。 春 も 過ぎて 行く。 朝、 

木 村から 電話。 横 浜に 行かぬ かとい うの だ。 ことわる。 

午後、 神 田に 行き、 受験参考書 を 全部 そろえた。 夏 休 

みまでに 代数 研究 (上 • 下) を やって しまって、 夏 休 

ま_レ だな 

みに は、 平面 幾何の 総 復習 をしょう。 夜 は、 本棚の 整 

理 をした。 

あんたん ちんうつ たすけ 

暗澹。 沈鬱。 われ 山に むかいて 目 を あぐ。 わが 扶助 



かるの だ。 どうに もなら ぬ 地獄 だ。 クラスの 奴ら は、 

いまごろ、 夜汽車の 中で、 ぐっすり 眠って いるだろう。 

無邪気な もの だ。 

勇者 は 独り 立つ 時、 最も 強し。 —— (シ ルレ ル、 だつ 

たかな？) 



六月 十三 日。 日曜日。 

曇。 蹴球 部の 先輩、 大沢 殿と 松 村 殿が のこのこ やつ 

て 来た。 接待す るの が、 馬鹿らしくて たまらない。 蹴 

球 部の 夏休みの 合宿が、 お流れに なりそう だ、 大事 件 



「はいご 

「兄弟な かよく、 —— -」 

「はいご 

お母さん は 一 一言 目に は、 「辛抱して」 と、 それから 「兄 

弟な かよく」 を 言う ので ある。 



七月 十四日。 水曜日。 

晴れ。 七月 十日から 一学 期の 本試験が はじまつ てい 

る。 あす 一 日で、 終る の だ。 それから 一 週間 経つ と、 

成績の 発表が あって、 それから、 いよいよ 夏休み だ。 



何だか、 楽しい 希望 も 生れて 来たよう な 気がする。 も 

うすぐ そこに、 手 をのば せば、 何だか 暖ぃ、 いい もの 

が摑 めそう な 気がして 来た。 

とし 

十七 歳。 ちょっと 憎々 しい 年で ある。 いよいよ 

まじめ 

真面目に なった 気持で ある。 急に、 平凡な 人間に なつ 

たような 気 もす る。 もう、 おとなに なって しまったの 

力ち 知. W な レ 

ことしの 三月に は、 入学試験 も あるの だから 緊張し 

ていなくて はいけ ない。 や は リー 高 を 受ける つもり だ。 

そうして、 断然、 文科 だ！ 去年、 たぬきに 二、 三度 

やられてから、 理科の ほう はふ つ つり 思い切ったの だ。 



ざんこく 

無意識に 惨酷な 事 を、 おっしゃ います。 やっぱり、 お 

坊ちゃん なのか も 知れない。 僕 は、 どうも 一高 は、 に 

がて だ。 たぶん 落ちる だろう。 落ちたら 私立の R 大学 

へで も はいるつ もり だ。 中学の 五 年に 残る 気 はしない。 

もう 一年、 たぬきな どにから かわれる くらいなら、 死 

ん だほうが いい。 R 大学 は、 キリスト教の 学校 だから、 

聖書の 事 も 深く 勉強 できて たのしい だろうと 思う。 あ 

かるい 学校の ような 気がする。 

一日、 二日 は ゼスチ ユア 遊び をして、 はじめは 面白 

かま くら けい 

かった が、 二日に は、 全然い やにな つ て、 鎌 倉の 圭 ちゃ 

んの 発案で、 兄さん、 新 宿の マメ ちゃん、 僕と 四 人で 



な 顔 は、 僕 は 生れて はじめて 見た。 男 は 顔なん て 問題 

じ やない、 精神 さえ きよらかなら 大丈夫、 立派に 社会 

生活が できる という 事 は、 僕 も 堅く 信じて いるが、 俊 

雄 君の ように 若くて、 そうして 慶応の 文科の ような 華 

やかな ところで 勉強して いる 身が、 あんな 顔で は、 ず 

いぶん 苦しい 事 だって ある だろうと 思う。 実際、 顔 を 

合せる と、 こちらまで 人生が いやになる くらいな の だ- 

本当に、 ひどい の だ。 あの人 は、 これからの 永い 人生 

に 於ても、 その 先天的な ものの ために、 幾度 か 人に 指 

さされ、 かげ 口 を 言われ、 敬遠 せられる 事だろう。 僕 

は それ を 考える と、 現代の 社会 機構に 対して 懐疑 的に 



人に 信ぜし めんが 為の み ご —— ラ . ロシフ コォ 

ざま あ 見や がれ！ 

あさってから、 第三 学期が はじまります。 

張り切って、 すすめ！ 



四月 一 日。 土曜日。 

しょうが い 

うす 曇り。 烈風な り。 運命的な 日で ある。 生涯、 

忘れ 得べ からざる 日で ある。 一 高の 発表 を 見に 行った。 

落ちて いた。 胃と 腸が、 ふっと 消えた ような 感じ。 体 

内が、 空つ ぼに なった 感じ。 残念、 という 感じで はな 



い。 ただ、 ホロ リ とした。 進が、 ふびんだった。 でも、 

落ちて 当然の ような 気 もした。 

家へ かえりたくなかった。 頭が 重くて、 耳が シン シ 

ン 鳴って、 のどが、 やたらに 乾く。 銀座へ 出た。 四 丁 

目の 角に 立って、 烈風に 吹かれながら ゴ—. ストップ 

を 待って いたら、 はじめて 涙が 出た。 声が 出そう に 

なった。 無理 もね えさ、 生れて はじめての 落第 だもの、 

と 思ったら、 とても 耐え 切れ なくなった。 どうして 歩 

いたか、 わからない。 振り返って 僕 を 見た ひとが、 二 

あさく さかみ なリ もん 

人あった。 地下鉄に 乗った。 浅 草 雷 門まで 来た。 浅 

ひとで 

草 は、 大勢の 人出であった。 もう 泣いて いない。 自分 



を、 ラス コリ ニコ フ のよう な 気がした。 ミルク ホ— ル 

に はいる。 卓の 上が、 ほこりで 白くな つてい る。 僕の 

舌 も、 ほこりで ざらざら している。 とても 呼吸が 苦し 

い。 落第生。 いい 図 じ やね えぞ。 両脚が だるくて、 抜 

けそう だ。 眼前に、 幻影が ありあり と 浮ぶ。 

はいきょ 

口 ー マの 廃墟が 黄色い 夕日 を 浴びて とても 悲しい。 

白い 衣に くるまった 女が 下 を 向きながら 石 門の 中に 消 

え る 

額に 冷汗が 出て いる。 R 大学の 予科に も 受けた の だ 

けれど、 まさか、 —— でも、 いや、 どう だってい いん 

だ。 はいった つて、 どうせ、 籍を 置く だけなん だ。 卒 



くたばれ！ というよ うな 凶暴な 発作に かられて、 兄 

を 殴った。 兄 は、 子供の ような、 ベ そを搔 いた。 

「ごめん、 ごめん、 ごめん ご 僕 は 兄さんの 頸 を 抱いて 

わ あわ あ 泣いて いた。 

書生の 木 島さん が 僕 を 部屋に かつぎ 込んで 来て、 僕 

の 洋服 を 脱がせて くれながら、 

「無理です よ。 ねえ、 まだ 十七な のに、 無理です よ。 

お父さん でも、 いらっしゃったら、 ねえ ご と 小さい 声 

で 言う ので ある。 何 か 誤解して いるら しかった。 

「暄嘩 じ やない よ。 ばか。 暄嘩じ やない よご と 僕 は、 

泣きじゃくりながら 何 S も 言った。 木 島 なぞに は、 わ 



の ごみつ ぼい 郊外に 住んで いる 人た ちの 生活に 就いて 

考えた。 ああ、 民衆の 生活と いう もの は、 とても、 な 

つかしくて、 そうして 悲しい もの だ。 僕に は、 まだ ま 

だ 苦労が 足りない、 と 思った。 千 葉で 十五 分 待って、 

それから 勝 浦 行に 乗り かえ、 夕方、 片貝 につく。 とこ 

ろが、 バスが 無い。 最終の バスが、 三十 分 前に 出て し 

まった というの だ。 二人で、 円 タクに 掛け合つ たが、 

運転手が 病気 だそう で、 話に ならない。 

「歩こう かご と 兄さんが 寒そう に 首 を ちぢめながら 

言った。 

「そうね。 荷物 は IT が 持ちます から ご 



風 園 を 忘れて しまった のだろう。 庭に おとずれて 来る 

酔狂な 人 もない よう だ。 いろいろ のこと を 考え、 兄 さ 

んの 後に ついて、 サ クサ クと砂 を 踏んで 歩く。 黒い 影 

法師が 二つ、 長く 長く 砂の 上に 落ちて いる。 ふたり。 

芹 川の 家に は、 兄さんと 僕と、 二人し かいない の だ。 

仲良く、 たすけ 合って 行こう、 としみ じみ 思った。 

別荘に ついた 頃に は、 もう、 まっくら になって いた- 

ば あ 

電報 を 打って 置いた ので、 キン 婆さん は、 ちゃんと 支 

度 をして 待って いた。 すぐ 風呂に はいり、 うまい おさ 

かなで 晚 ごはん を 食べて、 座敷に 仰向に 寝ころが つた 

ためいき 

ら、 腹の 底から 大きい 溜息が ほうと 出た。 



も、 みんな 家出して、 みんなで、 あたらし くまた 一 軒、 

家 を 借りた、 なんて ご 

僕 も、 つい 笑って しまった。 兄さん は、 僕に 気まず 

い 思い を させまい として、 こんな 冗談 を 言う ので ある。 

いつでも そうだ。 兄さん は、 僕よりも、 もっと 気の 弱 

い 人な の だ。 

「R 大学の ほうの 発表 は、 いつ だい？」 

もレカ 

「六日 ご 

「R 大学の ほう はパ ス だろうと 思う けど、 どうだい、 

パスなら、 ずっと やって 行く 気 かい？」 

「やって 行っても いいんだ けど、 —— 」 



だけど、 具体的に、 なんだか、 わからな いご 

「映画俳優。」 

ろうばい 

「まさか ご 僕 は、 ひどく 狼狽した。 

「そうなん だよ。 お前 は 映画俳優に なりた いんだよ。 

何も 悪い 事がない じ やない か。 日本一 の 映画俳優 だつ 

たら、 立派な もの じ やない か。 お母さん も、 よろこぶ 

だろう ご 

「兄さん、 怒って るの？」 

「怒って やしない。 けれども、 心配 だ。 非常に 心配 だ- 

進、 お前 は 十七 だね。 何になる にしても、 まだまだ 勉 

強し なければ いけない。 それ は、 わかって るね？」 



一緒に 助け合って 勉強して 行こうと 思って いる。 まあ、 

これから 十 年の 修業 だ。 やって 行ける かい？」 

「やつ て 行きます ご 

「そうか ご 兄さん は 溜 息をついた。 「それなら、 まず、 

R 大学へ も 行け。 卒業す るし ない は 別と して、 とに か 

く、 R 大学へ はいりなさい。 大学生 生活 も 少し は 味 

わって 置いた ほうがい いよ。 約束す るね。 それから、 

いますぐ、 映画なん かの ほうへ 行こうと 思わず、 五六 

年、 いや、 七 八 年で も、 どこか 一流の いい 劇団へ かよつ 

て、 基本的な 技術 を、 みつち り 仕込んでも らうんだ。 

どこの 劇団へ はいる か、 そいつ は、 また あとで 二人で 



風 は、 夜に なって、 少しお さまった。 けれども、 雨 

戸 を さかんに、 ゅリ 動かして いる。 外 は、 とてもよ い 

月夜な のに。 風よ、 どんなに 荒く 吹いても いいけ ど、 

あの 月と 星と だけ は、 吹き 流さない でおくれ。 兄さん 

は、 夜 もずつ と 執筆 を 継続。 僕 は、 「夜明け 前」 を 寝床 

の 中で また 少し 読みつ づける。 

あす は、 R 大学の 発表で ある。 木 島さん が 電報で、 

はず 

結果 を 知らせて くれる 害で ある。 ちょっと 気になる。 



四月 六日。 木曜日 



のだろう と 思う。 ひとの 醜貌 に対して も、 頗る 寛大 

な もの だろうと 思う。 ところが 僕の ように、 自分の 顔 

ま. S ま 

が 甚だ 気に いらない 者に は、 ひとの 容貌まで 気になつ 

て 仕様がな いの だ。 さぞ 憂鬱だろう な、 と 共感 を 覚え 

るので ある。 無関心で は 居られな いの だ。 僕の 顔な ど、 

兄さんに 較べて、 百 分の 一 も 美しくない。 僕の 顔に は、 

精神的な ものが 一 つも 無い の だ。 トマトの ような もの 

だ。 兄さん は 御 自分で は、 色の 黒い の を 自嘲して 居ら 

れ るが、 いまに 文筆で 有名に なったら、 小説 界 随一の 

美男子 だなん て 人に 言われて、 その 時 は、 まごついて 

しまう に違いない。 ちょいと プゥシ キン に似てい ます 



よ。 僕の 顔 は、 百人一首の 絵札の 中に あります。 うつ 

らう つら 眠って、 いろいろな 夢を見た。 なんでも 上野 

駅 あたりの 構内ら しかった が、 僕 は 四方 を 汽車に 取り 

かこまれながら、 風呂桶の お湯に ひた つ て、 きょろ きょ 

ろして いた。 突然、 頭上で、 ベ— ト ー ヴェン の 第 七が 

ごと 

落雷の 如く 響いた。 あわてふためいて 僕 は 立ち上り、 

裸の ままで 両手 を 挙げ、 指揮 を はじめた。 或る時 は激 

ゆ-つ ぜん 

しく、 或る時 は 悠然と 大きく、 また 或る時 は 全身 を柔 

も だ 

かに 悶えさせて 指揮した。 交響楽 は、 ふっと 消えた。 

汽車の 乗客た ち は 汽車の 窓々 から 僕 を 冷静に 見つめて 

いる。 僕 は 恥ずかしく なった。 全裸で、 悶えの 指揮の 



はたから 大騒ぎされ るの は、 理由 もな く、 恥ずかしい 

もの だ。 みんなが 僕 を 笑って いるよう な 気 さえした。 

「木 島さん も、 おおげさ だな あ。 バン ザィ だなん て、 

ばかにし てるよ ご と 言って、 僕 は 蒲団 を 頭から かぶつ 

てし まった。 他に、 どうに も 恰好が つかなかった ので 

ある。 

「木 島 も、 しんから 嬉しかった のだろう ご 兄さん は、 

たしなめる ような 口調で 言って いる。 「木 島に とって 

は、 R 大学 だって、 眼が くらむ くらい 立派な 大学なん 

だ。 また、 事実、 何 大学 だって、 その 内容 は 同じ 様な 

もの だ ご 



知ってい ますよ、 兄さん。 僕 は、 蒲団から 顔 を 出し 

て、 思わず、 にっこり 笑って しまった。 笑った 顔 は、 

すでに 中学生の 笑顔でなかった。 蒲団 を かぶった 中学 

生が、 蒲団から そっと 顔 を 出したら、 もはや 正真正銘 

の 大学生に 変化して いたと いう、 それ こそ 「種 も 仕掛 

け も 無い」 手品。 ああ 少し、 はしゃぎ すぎて 書いた。 

恥ずかしい。 R 大学なん て、 なんだい。 

きょうは 何だか、 どこ を 歩いて みても、 足が 地に つ 

いていない 感じだった。 ふわ ふわ 雲の上 を 歩いて いる 

ような 感じだった。 兄さん も、 「僕 もき ようは、 そんな 

感じが する ぜ ごと 言って いた。 夜 は、 二人で 片 貝の 町 



てい るんで す。 僕 は 秀才で ないから 五 年から 受けます。 

はは ははご と、 とても 空虚な 浅 間し い 笑い かた をして 

やつ 

帰って 行った。 馬鹿な 奴 だ！ 環境が この 人 を、 こん 

なに、 ねじけさせて しまったの かも 知れない が、 でも、 

こんな 馬鹿が いるた めに 世の中が どんなに 無意味に 暗 

くなる 事 か。 いちいち 僕に、 張り合って、 けちをつけ 

なくた つてい いじ やない か。 R 大学へ はいった からつ 

て、 僕に は、 これ ぼつち も驕 つた 気持 は 無 いんだし、 

ひと を 軽蔑す るなん て、 思い も 及ばぬ 事な の だ。 兄 さ 

んも、 繁 夫さん の 意気 揚々 たるう しろ 姿 を 見送って、 

つぶや ためい き 

「あんな 人 もい るから な あ。」 と 眩いて、 溜 息をつい 



感 でない らしく、 ちょっと まごつい ていたが、 これ も 

すぐ 女の子の 後 を 追つ て 逃げて しまった。 

「だしぬけに、 お菓子 を あげる なんて 言ったら、 子供 

だって 侮辱 を 感ずる よ。 そんな 気で 来たん じ やない と 

いう プライドが、 あるんだ よご 兄さん は、 残念そう な 

顔 をして 言った。 「ばか だな あ。 これ だから、 繁夫さ 

ん にも 反感 を 持 たれ るんだ よご 

一言の 弁解 も 出来なかった。 やはり 僕に は、 どこか 

に 思い 上った 気持が あるの だろう。 くだらな いおつ 

ちょ- ,1 ちょ いだよ、 僕 は。 

つまず 

どうも 田舎 はいけ ない。 躓いて ばかりい る。 暗い 



真相が、 わかる だろう。 姉さん は、 僕に もろく に話掛 

けずに、 夕方、 下 谷へ 帰って 行った。 

夜、 兄さん は 僕 を 連れて、 神 田へ 行き、 大学の 制帽 

と 靴と を 買って くれた。 僕 は その 帽子 を、 かぶって 

帰った。 帰りの バスの 中で、 

「姉さん どうしたの？」 と 僕が 聞いたら、 兄さん は、 

ちえ つ と 舌打ちして、 

「馬鹿な 事 を 言 うんだ。 馬鹿 だよ、 あれ は ご と 言って、 

に 力. kp し 力 

それつ きり 黙って しまった。 それ こそ、 苦虫 を嚙 みつ 

ぶした ような 顔 をして いた。 ひどく 怒つ ている よう だ。 

何 かあつた に違いない。 けれども 僕 は、 なんにも 知 



ら ないから、 口を出す 事 も 出来ない。 当分、 傍観して 

いよう。 

あす は 洋服屋が、 洋服の 寸法 をと りに やって来る 害 

だ。 兄さん は、 レイン コ ー, ^も 買って くれる と 言って 

いた。 だんだん、 名実と もに 大学生ら しくな つて 行く 

の だ。 流れる 水よ。 R 大学に パスして、 やっぱりよ 

かった な あ、 と 今夜 しみじみ 思った。 も 少し 経ったら、 

演劇の 勉強 も 本格的に はじめる つもり だ。 兄さん は、 

まず、 演劇の いい 先生に 紹介して あげる と 言って いる。 

斎 藤氏の 事 かも 知れない。 斎 藤巿蔵 氏の 作品 は、 日本 

ではもう 古典の ようにな つていて、 僕なん か 批評す る 



る もの だ。 兄さん も、 なんでもない 普通の 型の 学生服 

を 着て いた。 そうして、 とても 秀才ら しく 見えた。 

夕方、 よし ちゃんが 遊びに 来た。 商大 生、 慶 ちゃん 

の 妹で ある。 まだ 女学生で あるが、 生意気で ある。 

「R 大に はいつ たんだって？ よせば いいのに ご ひ 

どい 挨拶で ある。 

「商大 はいいから ねえ ご と 言って やったら、 あんなの 

もつ まらない、 と言う。 何が いいの かと 聞いたら、 中 

学生 は、 可愛く つて 一ばん いいと 言う。 話に ならない。 

梅 やに、 スカ— トの ほころび を 縫わせて、 縫い あが つ 

たら、 さっさと 帰って 行った。 また 洋服の 事 だが、 女 



ほうか. A 

うの は、 母の 主治医で ある。 封 e 間 的な ところがあって、 

気に いらない。 杉 野さん から、 アスピリン を もらって 

のむ。 うつらう つらして いたら、 ひどく 汗が 出て、 気 

持 も さっぱりして 来た。 もう 大丈夫 だと 思う。 兄さん 

は、 朝から、 れいの 事件で 下 谷へ 行った そうで、 まだ 

帰らない。 簡単に は、 治まら なくなった らしい。 兄 さ 

ん がいない と、 なんだか 心細い。 また、 杉 野さん に 熱 

を 計って もらったら、 六 度 九分。 勇気 を 出して 寝床に 

腹這いに なって、 日記 をつ ける。 われ、 大学に 幻滅せ 

り。 どうしても それ を 書きたかった の だ。 腕が だるい。 

いま は 夜の 八 時で ある。 頭が ハツ キリして いて、 眠れ 



は、 どうも、 チヨ ッ ピリ 女史が、 くさい。 かれ を 折檻 

したら、 事の 真相 を 白状す るか も 知れぬ。 そのうち 一 

度、 チヨ ッ ピリ 女史のと ころへ、 何く わぬ 顔 をして 

偵察に 行って みょう。 かれは 自分が 独身者な もんだ か 

ら、 姉さん を も そそのかして、 何とかして 同じ 独身者 

にしようと 企てて いるのに 違いない。 鈴 岡さん だって、 

悪い 人 じ やな いよう だし、 姉さん だ つ て 立派な 精神の 

持主 だ。 かならず、 悪い 第三者が いるに 相違ない。 と 

にかく 事の 真相 を、 もっと はっきり 内偵し なければ な 

らぬ。 お母さん は、 断然、 姉さんの 味方ら しい。 やつ 

ぱり 姉さん を、 いつまでも 自分の^に 置きたい らしい。 



るよう に、 うしろ を 振り向いて、 「無理に ひっぱつ たつ 

て 仕様が ねえ。 なんでも 好きな 事 を、 一 生 懸命に やつ 

たほうが いいんだ。 芹 川 は、 からだ を 悪く してい るら 

しい ご 

「からだ は 丈夫です ご 僕 は、 図に 乗って 抗弁した。 「い 

ま は、 ちょっと 風邪気味 なんです けど ご 

「そうか ご その 重厚な 学生 も、 はじめて 少し 笑った。 

やつ 

「ひょうきんな 奴 だ。 蹴球 部へ も 時々、 遊びに 来い よ。」 

「ありが とうご 

やっとの がれる 事が 出来た が、 あの、 額の 広い 学生 

の 人格に は 感心した。 キャプテン かも 知れない。 R 大 



の 蹴球 部の キャプテン は、 去年 は、 たしか 太 田と いう 

人だった と 記憶して いるが、 あの 額の 広い 学生 は、 あ 

るい は、 あの 有名な キャプテン 太 田な のか も 知れない _ 

太 田で ない にしても、 とにかく、 大学の 運動 部の キヤ 

プ テンと もなる ほどの 男 は、 ど ， J か 人間と して 立派な 

ところが ある。 

きのうまで は、 大学に 全然 絶望して いたの だが、 きょ 

うは、 漢文の 講義と 言い、 あの キャプテンの 態度と 言 

い、 ちょっと 大学 を 見直した。 

さて、 それから、 きょうは 大変な 事が あつたの だけ 

れど、 その 大 活躍の ために、 いま は、 とても 疲れて、 



噂して いるの を 聞いて 知った ので ある。 キャプテン 

太 田 は、 R 犬の 誇りら しい。 本科 一年の 時から、 キヤ 

プ テンに なったら しい。 なるほど、 と 感心す る。 モ ー 

ゼ という 綽名ら しい。 これに も、 なるほど、 と 感心す 

る。 

それから、 きょうの 聖書の 講義で、 感心した 事な ど 

も 書いて 置きたい の だけれ ど、 それ はまた、 後に 書く 

機会 もあろう。 きょうは、 とにかく、 きのうの 出来事 

を 忘れぬ うちに 書いて 置かなければ ならぬ。 なにしろ 

たいへんだった の だ。 

きのう 学校からの 帰り道、 ふと 目 黒の チヨ ッ ピリ 叔 



母さんの ところへ 寄つ て 行こうかと 思つ て、 そう 思つ 

たら、 どうしても きょう 行かなければ いけない ような 

気がして 来て、 午後から はお 天気 も 悪くな つて 雨が 降 

り 出しそう だ つたの だが、 ほとんど 夢中で 目 黒まで 

行って しまった。 チヨ ッ ピリ 女史 は 在宅だった。 姉 さ 

ん もいた。 姉さん は、 ちょっと 間の 悪そう な 顔 をして、 

「あら、 坊や は 少し 痩せた わね、 叔母さん？」 

「あ、 坊や は、 よして くれ。 いつまでも 坊や じ やねえ 

んだご と 僕 は、 姉さんの 前に、 あぐらをかいて 言った。 

「まあ ご と 姉さん は 眼 を 見 はった。 

「痩せる I 舌 さ。 大病に なつち やつたん だよ。 きょう、 



私 や、 よく 知ってい ますよ。 それ あもう、 ずいぶんお 

世話になつ たもんだ ご 

「いい じ やない か、 そんな 事 は ご さすがに 少し、 うる 

さくな つて 来た。 

「いいえ、 よかない よ。 S ぼ わば、 まあ、 こっち は 主筋 

です よ。 それ をなん だい、 麴町 にも 此の頃 はとん と ご 

ぶさた、 まして や 私の 存在なん て、 どだい、 もう、 忘 

れて いるんで すよ。 それ あもう 私 は、 どうせ、 こんな 

独身の、 はんぱ 者なん だから、 ひとさまから 馬鹿にさ 

れても 仕様がない けれども、 いやしくも お前、 こちら 

は 主筋の、 —— 」 ほとんど 畳 をた たかんば かりの 勢い 



であった。 

「脱線して るよ、 叔母さん ご 僕 は 笑つ ちゃった。 

「もういい わよ ご 姉さん も、 笑い出した。 「そんな 事 

より、 ねえ、 進ち やん？ お前 も 兄さん も、 下 谷の 家 

を、 とっても きらって いるんで しょう？ 俊 雄さん の 

事なん か、 お前た ち は、 もう、 てんで 馬鹿にして、 I 

I」 

ろうばい 

「そんな 事 はない ご 僕 は 狼狽した。 

「だって、 ことしのお 正月に も、 来て くれなかった し、 

しんせき 

お前た ちば かりで なく、 親戚の 人 も 誰 ひとり 下 谷へ は 

立ち寄って くれないん だもの。 あたし も、 考えた の ご 



のめん どうく さい 挨拶 をし なければ ならん となると、 

男 は 仕事 も 何も 出来 やしないご 

「そう 思う？」 姉さん は、 うれしそうな 顔 をした。 

「そうさ。 心配し なくて いいせ。 このごろ 兄さんと 毎 

晚 おそくまでお 酒 を 飲み 歩いて いる 相手 は 誰 だか 知つ 

てる かい？ 鈴 岡さん だよ。 大いに 共鳴して いるら し 

い。 しょっちゅう、 鈴 岡さん から 電話が 来 るんだ ご 

「ほんとう？」 姉さん は 眼 を 大きく して 僕 を 見つめた _ 

その 眼 は 歓喜に 輝いて いた。 

「当り前 じ やない かご 僕 は 図に 乗って 言った。 「鈴 岡 

しり はしょり 

さん はね、 毎朝、 尻 端折して、 自分で 部屋のお 掃除 を 



「姉さん は、 僕たちの 事 を、 とっても 思って いるんだ 

ねえ。 ほろ りと しちやった ご 

「何 を 言って やが る。 早く 寝ろ。 そんなつ まらぬ 事に 

関心 を 持って いるよう では、 とても 日本一の 俳優に は 

なれ やしない。 このごろ、 さっぱり 勉強 もして いない 

ようじ やない か。 兄さんに は、 なんでもよ くわ かって 

いるんだ ぜご 

「兄さん だって、 ちっとも 勉強して ないじ やない か。 

毎日、 お 酒ば かり 飲んで ご 

「生意気 言うな、 生意気 を。 鈴 岡さん にす まない と 思 

うから、 1 



一 一十のお 嬢さん じゃある まいし、 なんて ざま だ ご なか 

けんしき 

なか、 ゆずらない。 戸主の 見識と いう もの かも 知れな 

ヽ o 

レ 

「それ あ、 姉さんに だって、 鈴 岡さん のよ さくらい、 

ちゃんと わかって いるんだ ご 僕 は 必死であった。 「そ 

の 鈴 岡さん と、 僕たちと、 どうも 気が合わない らしい 

というので、 姉さん は 考えて しまったんだ。 姉さん は、 

とても 兄さん や 僕の 事 を 大事に してい るんだ ぜ。 僕た 

ち も、 いけな かったん だよ。 よそへ 嫁に やった から、 

他人 だなん て、 そんな 事 は 無い と 思うよ ご 

「じ やい つたい、 にどう しろって いうんだ ご 兄さん 



お 嫁に 行く 朝に も、 こんな ふうに 僕の 名 を 呼んで 泣い 

た。 

兄さん は、 廊下に 立って 渋く 笑って いた。 僕 は、 少 

し 泣いた。 お母さん は 寝た ままで、 

「きょうだい 仲良く、 」 を、 また 言った。 

神 さま、 僕たち 一家 を まもって 下さい。 僕 は 勉強し 

ま ^9 

あした は、 姉さんの 結婚 満 一周年 記念日 だそう だ。 

兄さんと 相談して、 何 か 贈り物 をしょう と 思う。 



どい じ やない か、 その 学生 は、 実にい やな、 憎しみの 

眼で、 チラと 僕 を 見た きりで、 さっさと 正門へ はいつ 

て 行って しまった。 こないだの あの 無邪気な あわて 者 

と は、 まるで 別人の 感じな の だ。 その 眼つ き は、 なん 

とも 言えない、 あさはかな ものだった。 蹴球 部へ はい 

ら ないから と 言って、 急に、 あんなに 態度 を 変えな く 

たって いい じ やない か。 同じ R 大生 じ やない か。 馬鹿 

野郎！ と 背後から 怒鳴りつ けて やりたかった。 もう、 

二十 四、 五に もな つてい るの だろう。 いいとしをして、 

本気に 僕 を 憎んで いやがる。 僕 は、 その 学生 を 極度に 

軽蔑す ると 共に、 なんだか 悪い 人間性 を 見つけた よう 



K という クラスの 色男が、 恋人ら しい 女と 一緒に 銀座 

を 歩いて いたと いうの だ。 それで、 その 色男が 教室へ 

はいつ て 来たら、 たちまち、 ぎ や あぎ や あの 騒ぎに なつ 

たので ある。 あさましい というより 他 は 無い。 ひね こ 

びた 色気の、 はきだめ という 感じで ある。 みんなに 野 

次ら れて顔 を 赤く しながら も、 それでも まんざら でも 

なさそう に、 にゃにゃ している K も にだが、 それ を、 

や あや あと 言って 野次って いる 学生 は、 いったい、 何 

のつ もりなん だろう。 わけがわからない。 不潔 だ！ 

卑劣 だ。 ばかな 騒ぎ を、 離れて 見て いるう ちに、 激し 

わ ゆる 

い 憤怒が 湧いて 来た。 赦 せない ような 気がして 来た。 



僕 は、 今夜、 兄さんに お願いした。 

「もう 学校の 様子 も、 だいたい わかった から、 そろ そ 

ろ 本格的に 演劇の 勉強 を はじめた いと 思って いるんだ 

けど、 兄さん、 早くい い 先生のと ころへ 連れて行って 

ね ご 

まじめ 

「今夜 は、 ひどく 真面目に 考え込んで いると 思 つ たら 

その 事 か。 よし。 あした、 津 田さん のと ころへ 行って 

相談して みょう。 どんな 先生が いいの か、 とにかく 津 

田さん のと ころへ 行って、 聞いて みょうよ。 あした 一 

緒に 行こう ご 兄さん は、 きのうから、 とても 機嫌が よ 

ヽ o 
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い 込んだ。 ずいぶん、 サッ パリした 気持で ある。 こと 

しの 春 は、 一生涯、 あざやかな 思い出と なって 残る よ 

うな 気がする。 

四月 二十 九日。 土曜日。 

日本晴れ。 きょうは 天長節で ある。 兄さん も 僕 も、 

きょうは 早く 起きた。 静かな、 いいお 天気で ある。 兄 

さんの 説に 依る と、 昔から、 天長節 は 必ず こんなに 天 

気が いい 事に きまって いるの だそう である。 僕 は それ 

を、 単純に 1S5 じたいと 思った。 



十一 時 頃 一緒に 家 を 出て、 途中、 銀座に 寄って、 姉 

さんの 結婚 一周年 記念のお 祝い 品 を 買った。 兄さん は 

したや 

グラスの セット。 下 谷へ 遊びに 行った 時、 この グラス 

ぶどうしゅ 

で 鈴 岡さん と 葡萄酒 を 飲もうと いう 下心。 僕 は、 上等 

の トランプ 一組。 下 谷へ 遊びに 行った 時、 姉さんと 俊 

雄 君と 三人で 此の トランプで 遊ぼうと いう 下心。 どち 

らも、 自分が これから 下 谷へ 行っても、 充分に 楽しめ 

るよう に 計画して 買う の だから、 ちゃ つ かりして いる- 

グラス も トランプ も、 店から 直接に 下 谷へ 送って もら 

うように 手 害した。 

ほんごう 

昼御飯 を オリンピックで 食べて、 それから 本 郷の津 



津 田さん も、 四 年 前と おなじ だ。 もう 五十ち かい 害な 

のに、 少しも 老けた 気配が 無い。 相 変らず、 甲高い 声 

で、 よく しゃべって、 よく 笑う。 

「大きくな つたね。 男つ ぷりもよ くな つた。 R 大？ 

高 石 君 は 元気 かね ご 高 石と いうの は、 R 大の 英語の 講 

師 である。 

「ええ、 いま 僕たちに、 サム エル • バ トラの エレ ホン 

を 教えて いるんで すけ ど、 なんだか、 煮え切らない 人 

です ね ご と 僕が 思った まま を 言ったら、 津 田さん は 眼 

を 丸く して、 

「口が悪いね。 いまから そんなん じ や、 末が 思い やら 



れ るね。 毎日 兄さんと 二人で、 僕たちの 悪口 を 言って 

るんだろう。」 

「まあ、 そんなと ころです ご と 兄さん は 笑いながら 

言って、 「弟 は、 はじめから、 R 大を 卒業す る 気 はない 

らし いんです ご 

「君の 悪影響 だよ、 それ は。 何も 君、 弟さんまで 君の 

道づれ にし なくたって、 いい じ やない かご 津 田さん も 

笑いながら 言って いるので ある。 

「ええ、 全く 僕の 責任なん です。 役者に なりたい つて 

言 うんです が、 」 

「役者？ 思い切つ たもんだ ねえ。 まさか、 活動 役者 



せとぎわ 

ません けど、 いのちの 瀬戸際に なると、 ふっと 映画 俳 

優 を 考えつく らしい のです が、 僕 は、 それ を 神の 声の 

ように 思って いるので す。 そいつ を 信じたい ような 気 

力す る/ < で す I 

しんせき 

「そう 言った つ て 君、 親戚 や 何 かの 反対 も あるだろう 

し、 とにかく 問題 だね え、 それ は ご 

「親戚の 反対 やなん か は、 僕が ひき 受けます。 僕 だつ 

て、 学校 は 中途で よして しまう し、 それに 小説家 志願 

と 来て いるんで すから、 もう 親戚の 反対に は 馴れた も 

のです ご 

「君が 平気 だって、 弟さんが、 —— 」 



けです。 - 

「ばかに 手 まわしが いいね。 あながち、 春の 一夜の 空 

想で もない わけなん だね？」 

「冗談 じ やない。 僕が 失敗しても、 弟 だけ は 成功 させ 

たいと 思って いるんで すご 

「いや、 二人とも 成功し なければ いかん。 とにかく 勉 

強 だ ご と 大声で 言って、 「君た ち は、 いまのところ 暮 

しの 心配 もない よう だから、 まあ 気長に みつち リ やる 

ん だね。 めぐまれた 環境 を 無駄に して はいかん。 だけ 

ど、 役者と は、 おどろい たな あ。 とに 角 それじゃ 斎 藤 

さんに、 紹介の 手紙 を 書きましょう。 持って行 つてみ 



ん だそう だ。 そう 思って 聞く と、 あの 掛け声 も、 ひど 

く 哀れに 聞え て 来る。 いくら 貰って いるの かしら？ 

聖書 を 読みた くな つて 来た。 こんな、 たまらなく、 

いらいら している 時には、 聖書に 限る ようで ある。 他 

の 本が、 みな 無味乾燥で ひとつ も 頭に はいって 来ない 

時で も、 聖書の 言葉 だけ は、 胸に ひびく。 本当に、 た 

いした もの だ。 

いま 聖書 を 取り出して、 パッ とひら いたら、 次の よ 

うな 語句が 眼に はいった。 

よみがえ リ いのち 

「我 は 復活な り、 生命な り、 我 を 信ずる 者 は 死ぬ とも 

生きん。 凡そ 生きて 我 を SIS ずる 者 は、 永遠に 死なざる 



べし。 汝 これ を 信ずる かご 

忘れて いた。 僕 は 信ずる 事が 薄かった。 何もかも、 

おまかせして、 今夜 は 寝よう。 僕 はこの ごろお 祈り を 

さえ 怠って いた。 

御意の 天の ごとく、 地に も 行われん 事 を。 

四月 三十日。 日曜日。 

晴れ。 朝 十 時、 兄さんに 門口まで 見送られて、 出発 

した。 握手したかった の だけれ ど、 大袈裟みたい だか 

ら、 がまんした。 一 高 を 受ける 時 も、 R 大を 受ける 時 



も、 こんなに 緊張して いなかった。 R 犬の 時な ど、 そ 

き づ 

の 朝に なって、 はじめて はっと 気附 いて、 あわてて 出 

発した くらいであった。 

かどで 

人生の 首途。 けさ は、 本当に そんな 気がした。 途中、 

電車の 中で、 なんども 涙ぐんだ。 そうして 昼 ごろ、 ぼ 

ん やり 家へ 帰って来た。 なんだか、 へとへとに 疲れた。 

芝の 斎 藤氏 邸 は、 森閑と していた。 平家の 奥深そう 

な 家であった。 玄関の ベル を、 なんど 押しても、 森閑 

としてい る。 猛犬で も 出て 来 るん じ やない かと、 びく 

びくして いたが、 犬 ころ 一 匹 出て 来る 気配 さえ 無い。 

まごまごし ていたら、 庭の 枝 折 戸から、 



「いいえ ご けろ りと している。 

「な あんだ ご 僕 は、 この 家 全体 を 侮辱して やりたい よ 

うな 気がした。 

「お 仕事中で すの ご いやに 子供つ ぼい 口調で 言う。 

舌が 短い ので はない かと 思った。 ひょいと 首をかしげ 

て、 「またい らっしゃい ません？」 

ていの いい 玄関払い だ。 その 手に 乗って たまる もの 

ゝ o 
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「いつごろ、 おひ まになります かご 

「さあ、 二、 三日た つたら、 どうでしょう かしら ご す 

こし も 要領 を 得ない。 



に 乗れば よかつ たんだ。 

「津田 君と は、 どんな 知り合い なのかね ご 

「は、 兄さんが 小説 を 見て もらって いるんで すご と 

言った が、 斎 藤氏 は 聞いて いるの か、 聞いて いないの 

か、 少しの 反応 もな く、 黙って いる。 しばらくして か 

ら、 

「津田 君の 手紙 は、 れいに 依って 要領 を 得ない が、 I 

I」 

やっぱりそう だった。 あれ だけで は、 なんの 事 やら 

わかるまい。 

「俳優に なりた いんです ご 結論 だけ 言った。 



する が だ レ 

僕 は、 もう 何も 聞くまい と 思った。 自動車 は、 駿河 台、 

M 大学 前で とまった。 見る と M 大の 正門に、 大きい 看 

板が 立てられ ていて、 それに は、 斎 藤巿蔵 先生 特別 講 

演と 書かれて いた。 

僕が 降りよう としたら 斎 藤氏 は、 

「君 は、 どこで 降りる？」 と 言った ので、 それで 

は、 この 自動車 を 拝借して このまま 乗って 行っても い 

いのかしらと 思って、 

「麴 町です ご と 恐縮して 言った。 

「麴町 ご 斎 藤氏 は、 ちょっと 考えて、 「遠い ご と 言つ 

た。 これ あ 駄目 だと 思った ので 僕 は、 さっさと 降りた。 



に 乗せた というの は、 ただ 事で ない。 思う に、 あの 女 

の ひとが、 うまく 取りな して 置いて くれたん だね。 津 

おお ま.. こら 

田さん の 紹介状 だ つ て、 案外、 見えない ところで 大働 

きをして いるの かも 知れない。 せっかく 書いて いただ 

いて、 悪口 を 言う の はいけ ない。 いまにな つて 考える 

と、 立派な 紹介状の ようだった 気 もす る。 まず、 大成 

功 だ。 それじゃ、 これから 鷗 座へ 電話 を 掛けて 研究生 

募集の 事 を、 問い 合せて 見 るんだ ね ご ひとりで 興奮し 

ている。 

「だって、 鷗座 がいいと は 言わな かったん だよ ご 

「わるい とも 言わなかった ろう？」 



すこし 過ぎで ある。 ちょっと 様子 を さぐって みょうと 

思って、 ドア を ノックして みたが 返答 は 無い。 誰もい 

ない らしい。 あきらめて、 外へ 出た。 

陽春。 額，" に 汗が にじみ 出る。 つめたい もの を 飲み 

たくな つて、 昭和 通りの 小さい 食堂へ はいって、 ソ— 

ダ水を 飲んで、 それから ついでに、 ライス カレ ー を 食 

ベた。 別に、 おなかが 空いて いたわけ ではなかった が、 

なんだか 不安で、 食べずに は、 居られなかった の だ。 

おなかが 一 ぱいに なったら、 頭 も ぼんやりして 来て、 

いらだたしい 気持 も、 少しお さまった。 そこ を 出て、 

か ぶ き ざ 

ぶらぶら 歌舞伎 座の 前まで 行って、 絵 看板 を 見て、 さ 



に 立って、 簡単な 質問 を 受けた。 婆さん は、 i: 子に 浅 

くちよ こんと 腰をおろして、 机の 上の 写真と、 僕の 顔 

を、 ちらと 見較べ、 

「おいく つです か？」 と 言った。 ちょっと 侮辱 を 感じ 

たので、 

「履歴書に 書いて なかった？」 と 反問したら、 急に 

狼狽の 様子で、 

「ええ、 でも、 — 」 と 言って、 机の 上に ひろげて あつ 

た 僕の 履歴書 を 前 こごみ になって 調べた。 近眼ら しい。 

「十七です ご と 言ったら、 ほっとし たように 顔 を 挙げ 

て、 



る。 テ エブル は 三つ。 みんな 写真で 見覚えの ある 顔 

だった。 まんなかに 坐って いる 太った 男 は、 最近め つ 

きり 流行して 来た 劇作家 兼 演出家の、 横 沢太郎 氏に ち 

がいない。 あとの 四 人 は、 俳優ら しい。 入口で もじ も 

じして いたら、 横 沢 氏 は 大きい 声で、 

「こっちへ 来い よご と 下品な 口調で 言って、 「こんど 

は 多少、 優秀 かな？」 

他の 試験官た ち は、 にやり と 笑った。 部屋 全体の 

ふんいき 

雰囲気が、 不潔で 下等な 感じであった。 

「学校 は、 どこ だ！」 そんなに 威張らなくて もい いじ や 

*k 、 ゝ o 

るレカ 



「R 大で すご 

「としは、 なん ぼ？」 いやにな るね。 

「十七です ご 

「お父さんの ゆるし を 得た かご まるで 罪人 あっかいだ。 

むかつと して 来た。 

「お父さん はいません よご 

う えす ぎしんす け 

「なくなられ たのです か？」 俳優の 上 杉 新 介 氏ら しい 

そば 

人が、 傍から、 とりなし 顔に やさしく 僕に 尋ねる。 

「承諾書に 書いて あった 害です ご 仏頂面して 答えて 

やった。 これが 試験 か？ あきれる ばかり だ。 

「気骨 稜 々だね。 I 横 沢 氏 は、 にゃにゃ 笑って、 「見 



これが 指導者な のかと 思う と、 がっかり する。 きっと、 

お 酒ば かり 飲んで、 ちっとも 勉強して いないの だろう。 

したくちびる 

下唇 をぐ つと 突き出して、 しばらく 考えてから、 や 

おら 御 質問。 

「役者の、 使命 は、 何 か！」 愚問な り。 おどろいた。 

あやうく 失笑し かけた。 まるで、 でたらめの 質問で あ 

る。 質問者の 頭のから つぼな こと を、 あます ところな 

く 露呈して いる。 てんで、 答えよう がない ので ある。 

「それ は、 人間が どんな 使命 を 持って 生れた か、 とい 

うような 質問と 同じ 事で、 まことし やかな、 いつわり 

の 返答 は、 いくらでも 言える のです が、 僕 は、 その K 



「何 をお 願いし ましょう かご 上 杉 氏 は、 くそ 叮嚀な 口 

調で、 横 沢 氏に 尋ねる ので ある。 「この ひとは、 程度が 

高い そうです から ご いやな 言い かた を、 しゃがる！ 

卑劣 だ！ 世の中で、 一ばん 救われ 難い 種 属の男 だ。 

これが、 あの、 「伯父 ヮ— ニヤ」 を 演じて 日本一 と 

しょうさん 

称讃 せられた 上 杉 新 介 氏の 正体 か。 なって ないじ や 

、 ゝ o 

る， > 力 

「ファウスト！」 横 沢 氏 は 叫ぶ。 がっかりした。 桜の 

園なら 自信が あつたの だけれ ど、 ファウスト は 苦手 だ。 

だいいち 僕 は、 ファウスト を 通読した 事 さえない。 落 

第、 僕 は 落第 だ。 



お聞きなさい。 永遠の 緑の 宮殿の 

柱が 砕けて いるので す。 

枝が きいきい 云って 折れる。 

幹 はどう どうと 大きい 音 をさせる。 

根はギ J ゆ、 っギ」 ゆ、 つ) つ) J * つ 一お、 つ。 

上 を 下へ とこん がら かって、 畳な り 合って、 

みんな 折れて 倒れる のです。 

そして その 屍 で掩 われて いる 谷の 上 を 

風 は ひゆう ひゆう と 吹いて 通って います。 

あなた、 あの 高い 所と、 

遠い 所と、 近い 所と にす る 声が 聞え ます か。 



この やま ゆ うご 

此山を 揺リ撼 かして、 

おそろしい 魔法の 歌が 響いて いますね。 

「僕に は 朗読で きません ござつ と 黙読して みたの だが、 

ささや 

マ J の メフィ ストの 囁 き は、 僕に は、 ひどく 不愉快 だ つ 

た。 ひゆう ひゆう だの、 ぎゅうぎゅう だの 不愉快な 

ぎおん 

擬音ば かり 多くて、 いかにも 悪魔の 歌ら しく、 不健康 

な、 いやらしい 感じで、 とても 朗読す る 気な ど 起ら な 

かった。 落第した つてい いんだ。 「ほかの 所 を 読み ま 

すご 

でたらめに、 テキスト をぱ らばら めくって、 ちょつ 

と 佳い ところ を 見つけて、 大声で 朗読 を はじめた。 第 



学校へ 出て みたが、 学生が 皆、 十 歳く らいの 子供の よ 

うに 見える の だ。 そうして 僕 は、 学生 ひとりひとりの 

父母の 事ば かり、 しきりに 考えて いた。 いつものよう 

に 学生た ち を 軽蔑す る 気 も 起らず、 また 憎む 心 もな く、 

、- びん かす す 嘑 め 

不憫な 気持が 幽かに 感ぜられた だけで、 それ も 雀の 

群に 対する 同情よりも 淡い くらいの もので、 決して 心 

を ゆすぶる ような 強い ものではなかった。 ひどい 興覚 

め。 絶対 孤独。 いままでの 孤独 は、 si わば 相対 孤独と 

でもい うような もので、 相手 を 意識し 過ぎて、 その 

反撥の あまりに ポ— ズ せざる を 得な くな つ たような 孤 

独だった が、 きょうの 思い は 違う の だ。 まったく 誰に 



合宿所まで たずねて 行く ほどの 情熱 も 無く、 そのまま 

家へ 帰った。 

家へ 帰ったら、 鷗 座から 速達が 来て いた。 合格で あ 

る。 「今回の 審査の 結果、 五名 を 研究生と して 合格 さ 

せた。 貴君 も、 その 一 人で ある。 明日、 午後 六 時、 研 

究 所へ おいで あれ ごとい うような 通知で ある。 少しも、 

うれしくなかった。 不思議な くらい、 平静な 気持で 

あった。 R 大 合格の 通知 を 受けた 時の ほうが、 まだし 

も、 これより 嬉しかった。 僕に はもう、 役者の 修業 を 

する 気が 無い の だ。 きのう、 上 杉 氏から 俳優と しての 

天分 を 多少み とめられて、 それだけ は、 鬼の 首で も 取つ 



「パイナップルの 汁なら、 どんぶりに 一 ぱいで も 楽に 

飲める ね。」 と 僕が 言ったら、 

「うん、」 と 兄さん もうなず いて、 「それに 氷の ぶっか 

きを いれて 飲む と、 さらにお いしいだ ろうね ご と 言つ 

た。 兄さん も、 ばかな 事 を 考えて いる。 

たべものの 話 をしたら、 やけに おなかが 空いて 来た 

ので、 食通 ふたり は、 こっそり 台所へ 行って、 おむ す 

び を 作って たべた。 非常にお いしかった。 

しょ <ょく 

ニヒルと、 食慾と、 何 か 関係が あるら しい。 

兄さん は、 いま、 隣室で、 小説 を 書いて いる。 もう 

五十 枚 以上に なったら しい。 二百 枚の 予定 だそう だ。 



焼いて いるの を 興味深く 感じた。 

なんじけ がら くら なか くら 

「十四 章。 汝穢 わしき 物 は 何も 食う 勿れ。 汝らが 食 

けもの これ すな わ や ぎ おじか かもし か 

うべき 獣 蓄は是 なり 即ち 牛、 羊、 山羊、 牡鹿、 羚羊、 

やま ひつじ くじか おおじ か おおく じか 

小 鹿、 ※ 〔# 「鹿 + 嚴」、 148-ニ、 臺、 麈、 ※ 

すべ けもの うち ひづ め 

〔# 「鹿 \ 京」、 148-ニ、 など。 凡て 獣 蓄の中 蹄の 分れ 

これ まむ I5J もの これ くら 

割れて 一 一 つ の 蹄 を 成せる 反蒭獣 は 汝ら之 を 食う ベ し。 

ただ にれ はむ もの うち くら 

但し 反蒭 者と 蹄の 分れた る 者の 中 汝らの 食う ベ から ざ 

らくだ うさぎ やまね ずみ にれ はめ 

る 者は是 なり 即ち 駱駝、 兎 および 山 鼠 、 是ら は反蒭 

ども 蹄 わかれ ざれば 汝らに は 汚れた る 者な リ。 また 豚 

是は蹄 わか るれ ども 反蒭 こと をせ ざれば 汝らに は， 汚 

たる 者な り、 汝ら是 等の 物の 肉 を 食うべからず、 また 



しかばね さわ 

その 死体に 捫 るべ からず。 

もろもろ うちかく くら 

水に おる 諸 の 物の 中是の ごとき 者 を汝ら 食うべし 

ひれ うろこ くら 

即ち 凡て 翅と 鱗の ある 者 は 皆 汝ら之 を 食うべし。 凡 

て翅と 鱗の あらざる 者 は汝ら これ を 食う ベ からず 是は 

汝らに は 汚 たる 者な り。 

さよ くら 

また 凡て 潔き 鳥 は 皆汝ら これ を 食うべし。 但し 是等 

くら わし くまた か とび はやぶさ たか 

は 食うべからず 即ち 鵰、 黄 鷹、 鳶、 鶬、 鷹、 黒 鷹の 

たぐい もろもろ からす たぐい だちょう ふくろ かもめ すずめた か たぐい 

類、 各種の 鴉の 類、 鴕鳥、 梟、 鷗、 雀 鷹の 類、 

こう さぎ おすめ どリ 

鸛、 鷺、 白鳥、 ※※ 〔# 「(「 署」 の 「者」 に 代えて 「幸」) 

う つる 

+ 鳥」、 148-S 〔# 「虞」 + 「鳥」、 148,9r 大鷹、 鷀、 鶴 

おうむ たぐい しぎ こうもり つばさ はう 

鸚鵡の 類、 鶸 および 蝙蝠、 また 凡て 羽翼 ありて 匍と こ 



優と も 言われて いる 人が、 僕みたい な 無名の 一 学生に 

まで、 顔面 蒼白になる ほどの 競争 意識 を 燃やして いる 

の だから、 あさましくて、 いやにな つて しまったの だ _ 

いまでも 決して、 上 杉 氏の 態度 を 立派 だと は 思って い 

ない が、 けれども、 それ だからと て 人間 生活 全部 を 否 

定 しょうと したの は、 僕の 行き過ぎ である。 きょう 鷗 

座の 研究所へ 行って、 もういち ど あの 芸術家た ちと、 

よく 話 合って みようかと 思った。 二十 人の 志願者の 中 

から 選び出され たという 事 だけで も、 僕 は 感謝し なけ 

れ ばなら ぬの かも 知れない。 

けれども 放課後、 校門 を 出て 烈風に 吹かれたら、 ふ 



この こ 出かけて 行つ て 団員に なれる ような 劇団で はな 
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「これ は、 無理です よ。 先生の 紹介状で も あったらと 

へ きれき 

にかく、」 と 言い かけたら、 青天 霹靂、 

「ひとりで やれ！」 と 奥から 一 喝。 

仰天した。 いるの だ。 御本尊が 襖の 陰に かくれて 

立って 聞いて いたの だ。 びっくりした。 ひどい、 じい 

さんだ。 ほうほうの 能 | で 僕 は 退却した。 すごい、 じい 

さんだ。 実に、 おどろいた。 家へ 帰って 兄さんに、 きょ 

うの てんまつ を 語って 聞かせたら、 兄さん は 腹 を かか 

えて 笑った。 僕 も 仕方なし に 笑った けれど、 ちょっと、 



いまいましい 気持 もあった。 

きょうは 完全に、 やられた。 けれども、 斎 藤 先生 (こ 

しわが 

れ から は 斎 藤 先生と 呼ぼう) の 奇妙に 嗄れた 一喝に 

遭って、 この 二、 三日の 灰色の 雲 も、 ふつ 飛んだ 感じ 

だ。 ひとりで やろう。 春秋 座。 けれども、 それで は 一 

体、 どう すれば いいの か、 まるで 見当が つかない。 兄 

さん も、 当惑して いるよう だ。 ゆっくり 春秋 座 を 研究 

してみ ましょう、 というの が 今夜の 僕たちの 結論 だつ 

た。 

思いがけない 事ば かり、 次から 次へ と 起り ます。 人 

生 は、 とても 予測が 出来ない。 信仰の 意味が、 この ご 



准 団員の 最長 期間 はニ箇 年限と し、 以後 は 正 団員と し 

て 全 団員と 同等の 待遇 を 与える。 最長 期間 を 経ても、 

なお、 正 団員と しての 資格 を 認めが たき 者 は 除名する。 

志望者 は 六月 十五 日までに、 自筆の 履歴書、 戸籍抄本、 

写真 は 手札型 近影 一葉 (上半身 正面 向) ならびに 戸主 

または 保護者の 許可証、 相 添えて 事務所まで 御 送附の 

事。 試験 その他の 事項に 就いては 追って 御 通知す る。 

これな き 

六月 一 一十 日 深夜までに その 御 通知の 無 之 場合 は、 断念 

力た 

せられた し。 その他、 個々 の 問合せに は 応じ 難い。 

うんぬん 

云々。 

原文 は、 まさか、 これほど 堅苦しい 文章で もない の 



ネの 恋愛 詩な ど を、 いま ふ つ と 思い出して そのまん ま 

お書きに なって は 困ります、 時間 は 三十 分、 原稿用紙 

一枚 以上 二 枚 以内で まとめて 下さい、 という 事で あつ 

た。 

僕 は 自己紹介から 書き はじめて、 春秋 座の 「雁」 を 

見て 感じた 事 を 率直に 書いた。 きっちり 二 枚に なった。 

他の 人 は、 書いたり 消したり、 だいぶ 苦心の 能 I である。 

これで も、 履歴書 や 写真に 依って、 多くの 志望者の 中 

か ら 選び 出された 少数者な の だ。 ずいぶん 心細い 選手 

たちで ある。 けれども、 こんな 白痴み たいな 人た ち こ 

そ、 案外、 演技の ほうで 天才 的な 才能 を 発揮す るの か 



「スポ —ッは 何 をお やりです？」 

しゅ-つ さゆう 

「中学 時代に 蹴球 を 少し やりました。 いま は、 よし 

て いますけ どご 

「選手でした か？」 

それから それと、 とても こまかい 所まで 尋ねる。 お 

母さんが 病気 だ と 言 つたら、 その 病状 ま で 熱心 に 尋ね 

しんせき 

る。 ちかい 親戚に は、 どんな 人が いるの か、 とか、 兄 

さんの 後見人と でもい うような 人が いるの か、 とか、 

家庭の 状態に 就いての 質問が 一ばん 多かった。 でも 自 

然 に すらすら と 尋ねる ので、 こちら も 気楽に 答える 事 

が 出来て、 不愉快ではなかった。 最後に、 



トのフ リュウ ト- コンチェルトに 眼 を 細める 



七月 八日。 土曜日。 

晴れ。 虎の 門の 竹 川 病院に 行って、 いま 帰って来た 

ところ。 暑い、 暑い。 ごめんこうむって、 パンツ 一枚 

の 姿で 日記 をつ ける。 病院へ 行って みたら、 たった 二 

人 だ。 僕と、 それから 髪 をお かっぱに した、 一見す る 

に 十四、 五の 坊やと、 それつ きりだ。 あとの 人 は、 み 

んな 駄目だった らしい。 すごい 厳選だった の だ。 ひや 

りと した。 



「よかったです ね ご とその 事務員が 言った。 「はじめ 

の 願書 は、 樺 太、 新 京な どから も 来て、 ざっと 六 百 通 

ちかく 集った のです よご 

「でも、 まだ わからな いんでしょう？」 と 僕が 言った 

ら、 

「さあ、 どうで しょうかね ご と あいまいな 返事 をした- 

合格なら ば、 一週間 以内に、 正式の 通知が 来る の だ 

そうだ。 僕たち は 市電の 停留所で わかれた。 

兄さんに 知ら せたら 大喜び だ 。 こんなに 喜んだ 兄 さ 

んを 見た 事がない。 

「よかった ねえ、 よかった ねえ、 進 は、 やっぱり 役者 



になる のがよ かったん だ。 六 百 人の 中から 二人と は 凄 

いじ やない か。 偉い ねえ、 ありがとう、 僕 は、 もう、 

どんなに 嬉しい か、 II 」 と 言い かけて、 少し 泣いた。 

滅茶滅茶 だ。 まだ、 喜ぶ に は 早い のに。 

正式の 通知の 来ない うち は、 気 を ゆるめて はいけ な 

いの だ。 



七月 十四日。 金曜日。 

晴れ。 合格 通知 来る。 



思った ほどの 厳粛な 口調であった。 僕の 悩み は、 お前 

たち 白痴に わかる もの か！ 

坊やの 名 は、 滝 田 輝 夫。 むかし 帝劇 女優と して 有名 

だった 滝 田 節 子の かくし 子 だそう だ。 父 は、 先年な く 

なった 財界の 巨頭、 M 氏 だそう だ。 十八 歳。 僕よ リー 

つ 年上で あるが、 それでも、 やっぱり 坊やで ある。 白 

痴に ちかい。 けれども、 演技 は 素晴らしい。 遊芸 百般 

に 於ても、 僕な ど とても、 足 もとに も 及ばない。 こい 

しょうがい 

つが 僕の ライバル だ。 生涯 の ライバル かも 知れない。 

いつでも 僕 は、 この 白痴と 比較され て、 そうして こご 

と を もらう ので ある。 けれども 變は、 白痴の 天才 は 断 



ず、 手 脚にば つかり 矢が 当る。 最も やり切れぬ 苦痛で 

ひとつぶ からし だね き 

ある。 一粒の 芥種、 樹 になる か、 樹 になる か。 

もういち ど、 ベ ） ^—ヴ ェンの あの 言葉 を、 大きく 

書いて 見よう。 「善く 且つ 高貴に 行動す る 人間 は 唯 だ 

その 事実 だけに 拠っても 不幸に 耐え 得る もの だと いう 

こと を 私 は 証拠立て たいと 願う ご 

九月 十七 日。 日曜日。 

曇り。 時々、 雨。 きょうは、 稽古 は 休み だ。 きのう 

は 道場で、 夜の 十一 時半まで 稽古が あった。 めまいが 



ちに は 通知がなかった の だ。 どうせ、 でたらめに、 でつ 

ち 上げられた 芸名だろう が、 それにしても 本人に、 

ちょっと 相談して から、 確定すべき もので はなかろう 

か。 暗い 気がした。 けれども、 巿川菊 松と いう、 この 

妙に、 ごつ い 芸名の 陰に、 団長、 巿川菊 之 助の 無言の 

庇 i が 感ぜられて、 その 点 は、 ほのぼのと 嬉しかった。 

巿川菊 松。 いい 名 じ やねえ な あ。 丁稚さん みたいだ。 

「いよいよ、」 鈴 岡さん は 笑いながら、 「本格的に なつ 

て 来たね。 お祝いの 意味で、 これから 支那 料理で も 食 

べに 行こう ご 鈴 岡さん は、 なにかと いうと、 すぐ 支那 

料理 だ。 



しさ だけが 残った。 なんじら 断食 するとき、 —— あの、 

十六 歳の 春に 日記の 巻頭に 大きく 書きつ けて 置いた キ 

よみがえ 

リストの 言葉が、 その 時、 あざやかに 蘇 つて 来た。 

なんじ は 断食 するとき、 頭に 油 をぬ り、 顔 を 洗え。 く 

るし みは 誰に だって あるの だ。 ああ、 断食 は 微笑と 共 

に 行え。 せめても うお 十 年、 努力して から、 その 時に 

は 真に 怒れ。 僕 はま だ 一 つの、 創造 を さえして いない 

じ やない か。 いや、 創造の 技術 さえ、 僕に は 未だお ぼ 

つかない。 

ひとくち 

さびしく、 けれども ミルク を 一 口 飲んだ くらいの 甘 

さ を： K: 内に 感じて 風呂から 出た。 



十二月 二十 九日。 金曜日。 

晴れ。 春秋 座、 歳末の 総会。 企画 部の 委員に、 僕が 

当選した。 脚本 選定 その他、 座の 方針 を 審議す る 幹部 

直属の 委員で ある。 責任の 重大 さ を 感じる。 

また、 正月 二日の ラジオ 放送、 「小僧の 神様」 の 朗読 

は、 巿川菊 松 ひとりに、 やらせて みる 事に 決定され た _ 

一 一箇月の 旅興行に 於け る 僕の 奮闘が、 認められた 結果 

うぬ ぼ 

らしい。 けれども 僕 は、 いま は 決して 自惚れて はいな 

ヽ o 
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己れ 只 一 人 智 からん と 欲する は 大愚の み。 (ラ • 口 



シフ コォ) 

まじめに 努力して 行く だけ だ。 これから は、 単純に、 

正直に 行動しょう。 知らない 事 は、 知らないと 言おう。 

出来ない 事 は、 出来ない と 言おう。 思わせ振り を 捨て 

たなら ば、 人生 は、 意外に も 平坦な ところら しい。 磐 

の 上に、 小さい 家 を 築こう。 

お 正月に は、 斎 藤 先生の 所へ、 まっさきに 御 年始に 

行こうと 思 つ ている。 こんど は 逢って くれそう な 気が 

する 

僕 は、 来年、 十八 歳。 

わが ゆく みちに はなさき かおり 



のどか なれと は ねがい まつら じ 

_ —— さんびか 第三 百 

十三 



底本： 「パンドラの 匣」 新潮 文庫、 新潮 社 

1973 (昭和^) 年^ 月 W 日 発行 

1997 (平成 9) 年 U 月^日^ 刷 

※本 作品 中には、 身体 的. 精神的 資質、 職業、 地域、 

階層、 民族な どに 関する 不適切な 表現が 見られます。 

しかし、 作品の 時代 背景と 価値、 加えて、 作者の 抱え 

た 限界 を 読者 自身が 認識す る - J と の 意義 を 考慮し、 底 

本の ままと しました。 (青空 文庫) 

入力 ： SAME SIDW 

校正 " 細 渕紀子 

2 003 年 1 月が 日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



